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私が敬愛する第一コンサルタンツの右城
う し ろ

猛
たけし

社長は、ホームページ『右城猛の日々進化』の中で

「若手技術者に伝えたいこと」として仕事の流儀を書いていらっしゃいます。新入社員だけでな

く、中堅、ベテランの方にも大いに参考になること請け合いです。ぜひお役に立てて下さい。  

（ ２ ０ ２ ０年に上梓された 『夢を追い求めて <土木技術者編 > 』 で もご覧いただけます。 ）  

マニュアルの弊害 

日 々 進 化 ⑬

戦後、わが国は高度経済成長に支えられ、本州四国連絡橋、関西国際空港、東京湾岸道路

など超大型の建設プロジェクトを次々と成し遂げてきた。それに伴って研究開発も積極的に

行われ、わが国の土木技術を世界のトップ水準にまで押し上げた。  

公共事業を通じて得られた数々の知見は、『道路橋示方書』や『道路土工指針』などのマニ

ュアルに盛り込まれてきた。その結果、マニュアルの厚さは３０年前の数倍に増えた。設計に

必要な知識はことごとく網羅されている。専門的知識に乏しい若い技術者にとっては、とて

も便利な存在である。マニュアルに則って設計をすれば、余分なことを考えなくてよい。会計

検査で問題にされることもない。失敗し手戻りとなる恐れも少ない。業務能率を上げるのに

最適である。  

こうしたことから、最近ではマニュアル一辺倒になっているようにさえ感じる。マニュアル

依存症にかかると思考停止状態になる。クリエイティブな仕事はできなくなる。コスト縮減を

求められれば、偽装に走るのが関の山である。  

新しい技術の開発や改善には創意工夫が必要である。昔から「失敗は成功のもと」「失敗は

成功の母」と言われるように、創意工夫する知恵は失敗経験がないと生まれない。マニュアル

一辺倒になると正しい判断ができなくなる。その例を１つだけ紹介しよう。  

擁壁工指針には、擁壁の設計法が明記されている。土圧を計算する際に用いるべき土の単

位体積重量やせん断抵抗角も、数値が示されている。このため、たいていの方は「擁壁の設

計法は確立されている」と思いこんでいる。果たしてそうだろうか。  

昔は設計計算をせずに、経験だけで形状を決めていた擁壁もある。幹線国道にもずいぶん

と小さい断面の擁壁が施工されている。そのような擁壁でも長年安定している。クーロン式

で求められる値より土圧が小さくないと説明できない。  

時たま回転して前に起き上がった擁壁を見かける。土圧が原因なら、擁壁が前に起き上がる

ほど土圧は増加し、転倒の安全率は低下するはずである。擁壁が起き上がったまま静止して

いる現象を説明できない。  

私は、降雨の浸透による間隙水圧の影響に違いないと睨んでいる。起き上がった擁壁の背

後を丹念に調べると、盛土との境目に隙間ができているので辻褄が合う。  

このような問題は擁壁だけでない。他にもたくさんある。マニュアル技術者で終わるので

はなく、マニュアルの中の何が正しくて何が間違っているか、自分の経験に照らして判断でき

る能力を備えた技術者になりたいものだ。                      （６月号に続く）  
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会 計 検 査 

Ｑ＆Ａ 

 
『公共工事と会計検査』の改訂 11 版より「会計検査こぼれ話」をご紹介します。  
一息ついて読んでいただければ幸いです(＾-＾)/ 
 
著者の市川 啓次郎（いちかわ けいじろう）氏は昭和１９年生まれ。 
元会計検査院 国土交通総括検査室長を務められていました。  
芳賀 昭彦(はが あきひこ)氏は昭和３０年生まれ。 
現在、一般財団法人経済調査会技術顧問としてご活躍中です。  

会計検査こぼれ話：事前申告の失敗 

 

 

過年度分も指摘？ 

 

 

」 

会計検査前の見直しで、重大なミスが判明することはよくある。受検者はその処理で

悩む。検査が始まる前に申告すれば、検査院が指摘を勘弁してくれるというのであれば

問題ないのだが、そんな保証はない。それどころか、下手をすると申告した事柄がそのま

ま指摘されてしまうおそれもある。  

最近のある例。県は調整池の洪水吐について、維持管理を担当する地元改良区から、

構造が複雑で清掃が難しいとの申出があったので、シンプルな構造に設計変更して完成

させた。しかし、変更後の洪水吐については構造計算を省略していた。  

検査前に、そのことに気がつき、改めて構造計算を行ったところ、強度が不足している

ことが判明した。どうするか事務所内でも結論が出ないまま、検査を迎えてしまった。  

そして、検査前日、調査官から、問題の洪水吐について検査指定がされてしまった。県

はこのまま黙っていて、検査で設計ミスを指摘されたら、それこそ大変ということで、検

査が始まる前に調査官に、設計の不備があったことと併せて、すぐ手直し補強に着手する

手はずである旨を申し出た。しかし、調査官は了解しなかったばかりか、この工事は結局

設計不適切として検査報告に掲記されてしまった。  

検査院側は、検査は既に開始され、まして、当該工事を検査指定してからの申告であっ

て遅すぎる。仮に、その工事を検査指定しなかったら、ミスを申告せず、手直し補強も行

わなかったかもしれないと厳しい。  

もう一つは、場所打杭に打設する生コンクリートの強度を、間違って

１ランク落として施工してしまったことが、事前の見直しで判明した例

である。県は検査開始前に上京し、このミスとともに補強工事も既に行

ったことを説明し、検査院側も了解した。そして、県は全県で調査し 、

こうしたミスは本件だけ他にはないとした。  

ところが、検査で同様な誤りが他の事務所で発覚してしまったので

ある。県は、全く反論弁明できず、この事案も検査報告になってしまっ

た。  

事前申告が裏目に出た二つのケースの場合である。 （Ｋ ． Ｉ ）  
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こんにちは！ ライオン通信のレオちゃんです！ 
 

今月は、自立型ブロック『レベロック（水平積大型ブロ

ック）』をご紹介します！ 

レベロックは、河川護岸・道路・造成など様々な場所に

使用できます。 

間知ブロックに比べ多くのメリットがあり、また、現場

打ちに比べ施工スピードが早く工期短縮になる製品です

ので、災害復旧工事にも役立ちます。 
 

今回は、レベロックの特長と施工事例をご紹介します♪ 

是非ご検討ください＾＾☆ 

  

 

 

オ 
ちゃんの製品紹介コーナー レ 

 

◆ 優れた構造安定性！ 

ブロック練り積み擁壁としての壁体重量、一体性、コンクリート強度等は標準設計と同等以上となってい

るので、一般的な積ブロック(間知ブロック)と同様の使用が可能です。 

構造は、製品同士が凹凸でかみ合う事により、他のブロックよりさらに安定性が増します。 

◆ 施工が簡単、安全、早い！ 

ブロック自体に勾配がついており、水平に設置するだけなので、熟練工でなくても簡単･安全に短期間で施

工が可能です。 

◆ 優れた経済性！ 

製品のサイズが１平方メートル/個と大型なため、重機施工となり、積みスピードが大幅にアップします。 

◆ あらゆる環境にマッチ！ 

ブロック表面の模様は、自然景観にもよくなじむ石模様です。 

 

 

 

基礎コンクリートの代わ

りに基礎ブロックを使用

することで、現場打ちが

不要になり工期短縮につ

ながります。 

天端部分には、吊り用

アンカーが２個ついて

いるので、水平設置も

楽にできます。 

表面模様拡大 

【レベロック 歩掛かり表】     (10ｍ2 あたり） 

材 料 規 格 数 量 単 位 

レベロック 35型 10.00 個 

一般世話役  0.10 人 

ブロック工  0.30 人 

特殊作業員  0.10 人 

普通作業員  0.30 人 

ラフテレーンクレーン 25t吊 0.20 日 

胴込コンクリート  1.78 ｍ3 

諸経費  ４ ％ 

 

かみ合わせ部分 

施工中 

特 長 
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◆◇  編集後記  
 

<URL>http://www.kooge.jp/   <e-mail>info@kooge.jp 

猛威をふるっていた新型コロナウイルスですが、だんだんと減少傾向になりつつあります。３月

１３日からはマスク着用は個人の判断という方針となり、4 月 29 日からは国外の渡航の際にワ

クチン接種証明書も不要とのことで、少しずつですがコロナ前の日常に戻ってきているように感

じます。といいつつも、完全になくなったわけではないので、手洗い・うがいなどの感染症予防

は各自きちんと行っていきましょう。                       (土田) 

 

 

Ａタイプ（標準） 
 
参考重量 

４３５kg 

 

Ｂタイプ（縦半） 
 
参考重量 

２５５kg 

 

Ｃタイプ（横半） 
 
参考重量 

２０５kg 

 

基礎ブロック 
 
参考重量 

３６５kg 

<明度証明書 取得済> 

施工事例 

約２５０㎡分の製品を納品しました。 

Ｂタイプ(縦半)やＣタイプ(横半)を使用することで 

天端の高さを気にすることなく施工が可能です。 

工事名：藤屋川小規模砂防工事 （伯耆町） 

 

現在施工中の現場です。延長が

両岸で約２５０ｍ、５５０㎡施

工予定です。 

継続の現場で、２０２１年に前

の工区にレベロックを納品して

います。 

基礎ブロックを使用しているの

で現場打ちが不要となります。 

工事名：下ノ川承水路改築工事(２工区) （境港市） 

施工済現場 


